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研
究
ノ
ー
ト

首
都
直
下
型
（
東
京
湾
北
部
）
地
震
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
│
東
日
本
大
震
災
以
後
の
対
策
を
考
え
る
う
え
で
│

小
　
林
　
康
　
洋

は
じ
め
に

　
一　
首
都
直
下
型
地
震
に
対
す
る
東
京
都
の
対
応

　
　
一
│
一　
首
都
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
見
直
し
（
東
京
都
防
災
会
議
）

　
　
一
│
二　
東
京
都
の
帰
宅
困
難
者
対
策
の
考
え
方
・
東
京
都
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例

　
二　
そ
の
日
、
寺
は
開
か
れ
た
（
東
京
・
築
地
本
願
寺
）勝
桂
子
著
「
い
い
お
坊
さ
ん 

ひ
ど
い
お
坊
さ
ん
」
よ
り

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
未
だ
復
興
に
向
け
て
の
途
上
で
あ
る
が
、
い
ま
日
本

国
内
で
は
、
い
つ
ど
こ
で
大
震
災
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。
東
京
都
も
例
外
で
は
な
い
。
東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
ほ
ぼ
一
年
後
に
見
直
さ
れ
た
首
都
直
下
型
地
震
で
の
被
害
想
定
は
、
従
前
か
ら
は
一
・
五
倍
の
死
者
九
七
〇
〇
人
、
倒
壊
に
よ

る
死
者
五
四
〇
〇
人
、
火
災
に
よ
る
死
者
四
一
〇
〇
人
と
い
う
到
底
楽
観
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
都
か
ら
公
表
さ
れ
た
こ
の
デ
ー
タ
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に
対
し
て
、
衝
撃
を
受
け
た
方
も
、
逆
に
過
少
で
は
な
い
か
と
受
取
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
客
観
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
実
際
に

被
災
し
た
場
合
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
被
害
な
の
か
を
あ
る
程
度
は
認
識
し
、
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
備
え
て
お
く
必
要
は
あ
る
だ
ろ

う
。
東
京
都
の
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
の
制
定
や
、
防
災
計
画
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
我
々
（
日
蓮
宗
、
寺
院
、
教
師
）
は
現
実
的
に
ど

う
対
処
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
う
え
で
、
情
報
収
集
・
考
察
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

一
　
首
都
直
下
型
地
震
に
対
す
る
東
京
都
の
対
応

　
一
ー
一
　
首
都
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
見
直
し
（
東
京
都
防
災
会
議
）

　
東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
都
内
の
建
物
の
約
一
割
に
相
当
す
る
三

十
万
棟
が
全
壊
・
焼
失
し
、
九
七
〇
〇
人
が
死
亡
す
る
と
の
被
害
想
定
が
平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日
公
表
さ
れ
た
。
帰
宅
困
難
者
は
五

一
七
万
人
、
自
宅
が
被
災
し
た
避
難
者
は
三
三
九
万
人
と
の
推
計
で
あ
る
。
首
都
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
は
見
直
し
は
六
年
ぶ
り
で
、

最
新
の
研
究
成
果
や
震
災
の
被
害
実
態
を
反
映
さ
せ
、
都
内
約
二
八
二
万
棟
の
建
物
の
一
棟
ず
つ
の
不
燃
化
率
を
考
慮
し
て
延
焼
予
測
を

立
て
る
な
ど
し
て
精
度
を
高
め
た
と
い
う
。
想
定
し
た
地
震
の
パ
タ
ー
ン
は
①
東
京
湾
北
部
②
多
摩
直
下
③
海
溝
型
の
元
禄
型
関
東
地
震

④
地
表
近
く
の
活
断
層
が
動
く
立
川
断
層
帯
地
震
の
四
つ
。
発
生
時
の
気
象
条
件
を
複
数
設
定
し
「
冬
の
午
後
六
時
、
風
速
毎
秒
八
メ
ー

ト
ル
」
が
最
も
被
害
が
大
き
い
。
さ
ら
に
区
市
町
村
別
の
人
的
・
物
的
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
大
田
区
で
、
火
災
に
よ
る
焼
失
面

積
は
区
の
二
十
四
％
に
上
り
、
一
〇
七
三
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
大
田
区
や
江
東
区
な
ど
の
一
部
地
域
で
は
震
度
七

も
観
測
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

① 

東
京
湾
北
部
地
震
…
…
東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
。
政
府
が
想
定
す
る
十
八
タ
イ
プ
の
首
都
直
下
地
震
の
一

つ
で
最
も
被
害
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界
で
発
生
し
、
Ｍ
七
・
三
程
度
と
想
定
。

首
都
直
下
地
震
は
関
東
大
震
災
の
よ
う
な
四
百
年
に
一
度
起
こ
る
Ｍ
八
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
の
合
間
に
数
回
発
生
さ
れ
る
と
さ
れ
、
三
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十
年
以
内
の
発
生
確
率
は
七
十
％
程
度

② 
多
摩
直
下
地
震
…
…
多
摩
地
域
を
震
源
地
と
す
る
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界
で
発
生
し
、
Ｍ
七
・

三
程
度
と
想
定
さ
れ
る
。
都
は
今
回
、
八
王
子
、
昭
島
、
日
野
な
ど
四
市
内
で
震
度
七
を
想
定
。
東
京
湾
北
部
地
震
な
ど
と
と
も
に
政

府
は
「
あ
る
程
度
切
迫
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
評
価
し
て
お
り
、
三
十
年
以
内
の
発
生
確
率
は
七
十
％
程
度
。

③ 

元
禄
型
関
東
地
震
…
…
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
に
起
き
た
元
禄
関
東
地
震
（
Ｍ
八
・
二
）
と
同
じ
タ
イ
プ
の
海
溝
型
地
震
。
元
禄

地
震
で
は
川
崎
か
ら
小
田
原
ま
で
の
宿
場
が
ほ
ぼ
全
滅
、
房
総
半
島
や
相
模
湾
の
沿
岸
部
を
津
波
が
襲
い
、
死
者
は
六
五
〇
〇
人
を
超

え
た
と
い
わ
れ
る
。
Ｍ
八
・
二
程
度
と
想
定
。
平
均
は
発
生
間
隔
が
二
三
〇
〇
年
な
の
に
対
し
、
前
回
の
地
震
か
ら
三
〇
八
年
し
か
経

過
し
て
お
ら
ず
、
三
十
年
以
内
の
発
生
確
率
は
、
ほ
ぼ
〇
％
。

④ 

立
川
断
層
帯
地
震
…
…
埼
玉
県
飯
能
市
か
ら
東
京
都
府
中
市
ま
で
延
び
る
長
さ
三
十
三
キ
ロ
の
活
断
層
「
立
川
断
層
帯
」
で
発
生
す
る

活
断
層
地
震
。
Ｍ
七
・
四
程
度
と
想
定
。
平
均
発
生
間
隔
が
一
万
〜
一
万
五
千
年
な
の
に
対
し
、
前
回
の
地
震
か
ら
一
万
三
千
〜
二
万

年
が
経
過
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
「
満
期
」
に
達
し
て
い
る
。
三
十
年
以
内
の
発
生
確
率
は

〇
・
五
〜
二
％
だ
が
、
政
府
は
「
東
日
本
大
震
災
で
確
率
が
高
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
」

と
評
価
し
て
い
る
。

　
大
田
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
、
東
京
都
の
新
た
な
被
害
想
定
に
基
づ
く
「
大
田
区
の

被
害
想
定
」
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
平
成
十
八
年
五
月
と
の
比
較
の
デ
ー

タ
が
あ
る
。
死
者
は
約
二
倍
、
帰
宅
困
難
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
は
大
田
区
全
域
、

平
成
二
十
四
年
は
蒲
田
駅
周
辺
の
人
数
だ
と
い
う
こ
と
で
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
蒲

田
駅
周
辺
だ
け
で
五
万
人
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
区
全
域
で
は
計
り
知
れ
な
い
数
と

な
る
。
ま
た
、
東
京
に
大
き
な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
江
戸
時
代
の
元
禄
地
震
を
被
害
想
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定
の
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
な
る
。

　
火
災
に
よ
る
死
者
が
多
い
の
が
首
都
直
下
地
震
の
特
徴
で
、
昭
和
の
薫
り
を
残
す
古
い

木
造
住
宅
と
新
し
い
建
築
物
が
混
在
す
る
大
田
区
は
一
瞬
に
し
て
火
の
海
と
な
る
。
日
蓮

宗
宗
務
院
は
そ
の
直
中
で
あ
る
こ
と
は
左
図
（
焼
失
棟
数
分
布
）
で
見
て
取
れ
る
。
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
、
物
理
的
に
も
、
組
織
的
に
も
そ
の
機
能
は
停
止
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

東
日
本
震
災
発
生
直
後
、
宗
務
院
で
も
実
際
に
、
帰
途
へ
と
着
き
帰
宅
困
難
と
な
っ
た
人
、

最
初
か
ら
帰
宅
を
あ
き
ら

め
て
一
夜
を
明
か
し
た
人

が
い
る
。
ま
し
て
、
東
京

を
震
源
と
す
る
震
災
な
ら

ば
、
死
者
・
負
傷
者
が
出

て
混
乱
を
極
め
る
。
状
況

に
応
じ
て
宗
務
院
機
能
の

移
転
（
権
限
委
譲
を
含

め
）
な
ど
真
面
目
に
考
え

る
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主な被害想定（大田区）

被害想定項目
平成18年想定 平成24年想定
東京湾北部地震 東京湾北部地震 元禄型関東地震

建物被害（棟）
火　災 36,087 32,218 35,332
揺れ及び
液 状 化 8,898 11,108 13,503

人的被害（人）
死　者 538 1,073 1,228
負傷者 9,596 10,412 11,705

避難所生活者（人） 201,357 237,135 260,174
帰 宅 困 難 者（人） 122,534 56,149
津 波 高（メートル） 0.5 1.58 2.27
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一
│
二
　
東
京
都
の
帰
宅
困
難
者
対
策
の
考
え
方

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
都
心
部
で
公
共
交
通
機
関
が
機
能
を
失
う
こ
と
に
よ
り
、
都
内
で
帰
宅
困
難
者
が
大
量
に
発
生
し
、
大
き
な
混

乱
を
も
た
ら
し
た
。
東
京
都
は
平
成
二
十
三
年
九
月
に
「
首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
等
対
策
協
議
会
」（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
）。

を
立
ち
上
げ
取
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
に
都
は
今
後
の
防
災
対
策
の
方
向
性
と
具
体
的
取
組
を
示
す
た
め
に
、「
東
京

防
災
対
応
指
針
」
を
策
定
す
る
に
至
る
。
　
都
民
や
事
業
者
に
「
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
」
こ
と
を
周
知
し
、
一
斉
に
帰
宅
す
る

こ
と
を
抑
制
す
る
こ
と
や
、
企
業
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対
策
の
一
層
の
充
実
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
首
都
圏
で
約
五
一

五
万
人
の
帰
宅
困
難
者
（
三
月
十
一
日
の
う
ち
に
帰
宅
で
き
な
か
っ
た
人
）
が
発
生
し
た
と
推
計
さ
れ
た
。
都
内
で
は
そ
の
七
十
％
に
あ

た
る
三
五
二
万
人
と
さ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
時
の
実
態
調
査
（
協
議
会
実
施
）
で
は
、
当
日
十
六
時
〜
十
七
時
台
に
会
社
、
学
校
を
離

れ
た
理
由
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「
会
社
（
学
校
）
の
管
理
者
か
ら
帰
宅
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
た
め
」（
約
三
十
五
％
）、
ま

た
帰
宅
行
動
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
約
五
十
％
が
す
ぐ
に
徒
歩
で
帰
宅
す
る
と
の
回
答
が
あ
る
。
こ
う
し
た
意
識
が
混
乱
に
拍
車
を
か

け
、
帰
宅
困
難
者
を
生
む
と
し
て
い
て
、
企
業
等
従
業
員
の
施
設
内
待
機
の
努
力
義
務
化
。
つ
ま
り
帰
宅
困
難
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

人
を
動
か
す
な
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

•
東
京
都
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
（
条
例
第
一
七
号
）

一
　
事
業
者
に
従
業
者
の
一
斉
帰
宅
の
抑
制
と
従
業
者
の
三
日
分
の
食
料
等
の
備
蓄
に
つ
い
て
の
努
力
義
務
を
課
し
ま
す
。

二
　
駅
、
集
客
施
設
等
に
お
け
る
利
用
者
保
護
、
学
校
等
に
お
け
る
児
童
、
生
徒
等
の
安
全
確
保
の
努
力
義
務
を
課
し
ま
す
。

三
　
都
と
事
業
者
等
が
連
携
協
力
し
て
安
否
情
報
の
確
認
、
災
害
関
連
情
報
等
の
提
供
の
た
め
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

四
　
都
立
施
設
や
都
関
連
施
設
を
一
時
滞
在
施
設
と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
一
時
滞
在
施
設
の
確
保
に
向
け
て
国
、
区
市
町
村
、

事
業
者
に
対
し
て
協
力
を
求
め
、
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
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五
　
代
替
輸
送
手
段
や
災
害
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
災
害
関
連
情
報
等
を
　
　
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
安

全
か
つ
円
滑
な
帰
宅
を
支
援
し
ま
す
。

六
　
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。             

と
な
っ
て
い
る
。

　
首
都
圏
が
被
災
し
た
場
合
に
お
い
て
、
定
量
評
価
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
デ
マ
・
流
言
等
を
き
っ
か
け
と
し
た
パ
ニ
ッ
ク
や
不
満
な

ど
が
不
必
要
に
拡
大
し
な
い
た
め
に
も
、
無
理
に
帰
ら
な
い
方
針
で
何
と
か
し
よ
う
と
対
策
を
練
っ
て
お
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
衣
食
住
を
一
時
的
に
、
数
日
間
は
確
保
で
き
る
と
い
う
対
策
を
十
二
分
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

二
　
そ
の
日
、
寺
は
開
か
れ
た（
東
京
・
築
地
本
願
寺
）

勝　
桂
子 

著
「
い
い
お
坊
さ
ん 

ひ
ど
い
お
坊
さ
ん
」
か
ら
の
抜
粋　

　「
東
京
で
も
、
被
災
当
日
に
寺
が
帰
宅
難
民
の
た
め
の
避
難
所
と
し
て
即
日
開
放
さ
れ
た
。
銀
座
に
程
近
い
築
地
本
願
寺
も
そ
の
一
つ
。

…
…
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
京
都
西
本
願
寺
の
東
京
別
院
で
あ
り
、
西
本
願
寺
の
別
院
と
し
て
は
筆
頭
格
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
開

放
さ
れ
た
の
は
、
宗
門
全
体
の
判
断
で
は
な
か
っ
た
。
自
ら
の
判
断
で
、『
築
地
本
願
寺
で
は
会
館
を
開
放
し
て
お
り
ま
す
。
暖
か
い
場

所
、
お
茶
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
中
継
、
ト
イ
レ
、
授
乳
室
、
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
、
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
』
と
の
情
報
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
流
し
た

僧
侶
、
平
井
裕
善
氏
に
聞
く
。『
大
き
な
揺
れ
の
後
、
境
内
に
は
お
年
寄
り
や
近
所
の
会
社
の
か
た
が
集
ま
り
始
め
、
佇
ん
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
…
…
勤
務
す
る
僧
侶
の
意
見
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
…
…
し
ば
ら
く
し
た
ら
公
的
な
避
難
所
へ
移
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
う

が
い
い
と
の
意
見
。
い
や
、
こ
ん
な
時
こ
そ
困
っ
た
人
の
た
め
に
何
か
す
る
の
が
僧
侶
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
。
何
の
行
動
も
で
き
な
い
ま

ま
に
三
十
分
が
過
ぎ
、
…
…
そ
ん
な
中
、
ひ
と
り
の
先
輩
僧
侶
が
強
引
な
ま
で
の
熱
心
さ
で
上
層
部
の
同
意
を
得
て
動
き
始
め
た
ん
で

す
』
会
館
ロ
ビ
ー
に
は
ま
た
た
く
間
に
人
が
あ
ふ
れ
た
。
男
性
は
椅
子
を
運
び
、
女
性
職
員
（
僧
侶
）
た
ち
が
何
百
人
分
と
い
う
お
茶
を

用
意
し
始
め
る
。
…
…
日
常
的
に
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使
い
こ
な
す
平
井
さ
ん
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
抱
え
て
会
館
へ
。
ツ
イ
ッ
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タ
ー
で
状
況
を
呟
き
、
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
か
ら
の
災
害
情
報
を
流
し
た
。
…
…
夕
刻
。
都
内
の
交
通
が
即
座
に
は
復
旧
し
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
に
な
り
、
多
く
の
人
の
帰
宅
困
難
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
築
地
本
願
寺
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス

で
報
道
さ
れ
、
避
難
者
の
数
は
膨
れ
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
女
性
職
員
が
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
用
意
す
る
が
、
ま
た
た
く
う
ち
に
食
糧
が
な

く
な
る
。
…
…
平
井
さ
ん
は
必
死
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
書
き
込
み
を
続
け
た
。
帰
宅
困
難
の
か
た
を
受
け
容
れ
て
い
る
が
食
糧
が
底
を
つ
き

そ
う
。
…
…
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
が
た
い
、
な
ど
。
近
所
の
人
が
、
出
入
り
の
日
本
料
理
店
が
、
す
で
に
一
時
帰
宅
し
た
職
員

が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
呟
き
に
反
応
し
て
次
々
と
必
要
な
物
資
を
運
ん
で
く
れ
た
。
お
湯
を
入
れ
れ
ば
飲
め
る
ス
ー
プ
、
お
に
ぎ
り
、
携
帯

充
電
器
、
延
長
コ
ー
ド
な
ど
な
ど
。
一
夜
明
け
、
い
つ
も
と
同
じ
朝
の
お
勤
め
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
が
動
き
始
め
た
。
…
…
寺
は
当
然
の
よ

う
に
開
か
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
動
か
な
け
れ
ば
』
と
行
動
し
た
僧
侶
た
ち
が
い
た
。
そ
の
強
い
気
持
ち
が
近
隣
の
一

般
の
人
へ
も
伝
わ
り
、
善
意
が
善
意
を
呼
ん
で
い
っ
た
。『
充
実
し
た
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
人
と
と
も
に
い
る
こ
と
に
よ
る
安

心
感
と
い
う
、
お
寺
が
本
来
持
つ
〝
人
が
集
う
場
所
〞
と
し
て
の
機
能
が
、
非
常
時
に
お
い
て
役
に
立
っ
た
こ
と
が
、
新
鮮
な
喜
び
で
し

た
。
こ
の
日
の
感
謝
を
、
こ
の
先
長
期
に
わ
た
る
復
興
支
援
へ
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
』
と
平
井
さ
ん
は
語
っ
た
。
…
…
災
害
復
興

を
契
機
と
し
て
、
僧
侶
が
気
づ
き
、
寺
と
い
う
場
が
変
わ
る
こ
と
で
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
一
大
宗
教
意
識
改
革
が
起
こ
り
う
る
気
配
が
顕

れ
て
い
る
」

　
三
・
一
一
発
生
当
日
に
、
帰
宅
困
難
者
で
溢
れ
か
え
る
状
況
を
見
兼
ね
た
一
人
の
僧
侶
が
、
熱
意
を
も
っ
て
権
限
者
を
納
得
さ
せ
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
困
っ
て
い
る
人
々
に
手
を
差
し
伸
べ
た
。
現
代
寺
院
の
持
つ
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
出
来
事
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
情
報
発
信
に
よ
っ
て
協
力
を
得
ら
れ
た
と
い
う
成
功
例
と

し
て
参
考
と
す
べ
き
だ
。
情
報
不
足
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
を
利
用
し
た
ラ
イ
ブ
動
画
の
配
信
で
情
報
を
提
供
し
た

り
と
、
特
に
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
た
訳
で
も
な
く
、
そ
の
場
で
の
判
断
で
失
敗
を
恐
れ
ず
行
動
さ
れ
た
こ
と
は
賞
賛
に
値
す
る
。
著

者
が
「
宗
教
意
識
改
革
が
起
こ
り
う
る
気
配
が
顕
れ
て
い
る
」
と
期
待
を
込
め
て
の
言
及
だ
と
も
捉
え
る
が
、
我
々
は
ど
う
応
え
て
い
く
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べ
き
な
の
か
。
今
後
、
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
施
行
に
伴
い
被
災
者
、
帰
宅
困
難
者
支
援
へ
の
協
力
要
請
も
寺
院
に
対
し
て
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
特
に
人
的
、
物
的
被
害
と
も
二
十
三
区
内
で
最
大
の
被
害
想
定
と
な
っ
て
い
る
大
田
区
に
お
い
て
は
行
政
機
関
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
寺
院
の
と
る
対
応
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
建
物
或
い
は
境
内
地
を
開
放
し
て
被

災
し
た
人
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
寺
院
も
あ
れ
ば
、
管
理
上
等
の
問
題
で
立
ち
入
り
を
拒
否
す
る
寺
院
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
宗
務
院
、
池
上
本
門
寺
、
他
多
く
の
寺
院
が
あ
る
日
蓮
宗
の
対
応
（
事
前
・
事
後
対
策
）
が
注
目
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
と
い
う
複
合
的
な
災
害
に
遭
遇
し
て
我
々
日
本
人
の
意
識
・
心
理
も
劇
的
に
変
化

を
遂
げ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
い
た
ず
ら
に
危
機
感
を
煽
る
つ
も
り
は
な
い
が
、「
私
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
正
常
性
バ
イ
ア
ス

（
異
常
を
正
常
な
も
の
の
範
囲
に
含
め
て
と
ら
え
て
し
ま
う
）
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
は
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
震
災

と
い
う
危
機
に
対
し
て
、
宗
門
、
寺
院
、
各
教
師
、
一
個
人
と
区
別
し
て
、
ど
う
事
前
対
策
を
講
じ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
ま
し
て

災
害
は
震
災
だ
け
で
は
な
い
し
、
全
国
ど
こ
で
も
通
用
す
る
こ
と
と
、
地
域
の
事
情
に
よ
る
対
応
の
違
い
は
当
然
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
毎
に
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
曹
洞
宗
の
寺
院
が
熱
心
に
取
組
ん
で
い
る
防
災
寺
子
屋
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
通
じ
て
防
災
・
減
災
を
考
え
る
機
能
を
お
寺
に
持
た
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
具
体
的
に
で
き
得
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
今
後
そ
の
よ

う
な
具
体
的
な
提
言
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。
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